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１ 学校施設⾧寿命化計画の背景と目的                 

 

１－１ 計画策定の背景 

 

本市では、昭和50 年代から60 年代にかけて、学校・市営住宅などの公共施設や上下水道・橋り

ょうなどのインフラ資産を集中的に整備してきました。しかし、これらの多くは建設後 30 年以上が

経過し、近い将来一斉に更新時期を迎えるものと見込まれ、財政面において高齢社会への移行に伴

う社会保障関係費の増加に加え、これらの公共施設等の更新費の財政負担への対策が急務となって

います。また、市民ニーズや地域事情の変化、人口減少や高齢化を迎えるなか、健康で快適な生活

の実現、財政・環境面での都市の持続可能性の向上を実現するための新たな都市像としてのコンパ

クトシティ化など、市全体としての公共施設等の需給バランスや配置などについても課題となって

おり、今後とも安全で持続的な市民サービスを確保・提供していくためには、公共施設等を取り巻

く環境の変化に対応しながら、効果的な公共施設等の整備及び管理運営を実現していくことが必要

となっています。 

このような現状を背景として、本市における公共施設等の全体を把握するとともに、公共施設等

を取り巻く現状や将来にわたる課題などを客観的に整理し、長期的な視点を持って公共施設等の総

合的かつ計画的な管理を目指すことを目的として、平成 28 年 8 月に「伊勢崎市公共施設等総合管

理計画」（以下「公共施設等総合管理計画」という。）を策定（令和 4 年 3 月改訂）しました。この

計画において、市が所有する施設の状況や更新にかかる費用の推計、施設区分別の方針等が示され、

施設毎の具体的な整備について「個別施設ごとの長寿命化計画（個別施設計画）」を策定することと

なっています。 

一方、本市の所有する施設面積の約36％を占める、小中学校等（小学校23 校、中学校11校、幼

稚園 7園、中等教育学校1校、臨海学校1施設、教育研究所3施設。以下「学校施設」という。）の

学校施設46 施設の校舎・体育館・プール等（以下、「建物」という。）は、昭和50 年代から 60年代

に集中的に整備され、このうち建築後の経過年数（以下、「築年数」という。）が30 年以上経過した

建物が約79％を占めている現状があります。これら学校施設の建物の老朽化は今後も進んでいくた

め、安全面の確保等施設維持の観点からも適切でかつ効率的な維持管理が求められています。少子

高齢化の進展による生産年齢人口の減少など社会情勢の変化により、今後も厳しい財政状況が続い

ていくと予想されることから、老朽化への対策を実施するにあたっては、これまでの改築中心の施

設整備から既存施設を有効活用する長寿命化による施設整備への転換を図るとともに、メンテナン

スサイクル（点検・診断、計画策定、計画に基づく対策の実施）を構築することにより、「工事費と

修繕費を合わせた建物に係るコスト」（以下、「更新コスト」という。）の平準化と縮減を図っていく

必要があります。「インフラ長寿命化基本計画（平成 25 年 11 月）」をもとに策定された、文部科学

省の「インフラ長寿命化計画（行動計画）（平成27年3月策定、令和3年3月改訂）」においては、

「所管又は管理施設の長寿命化に向けた各設置者における取組を一層推進していく」とされている

ことから、学校施設の劣化状況等の点検評価を行い、施設の適正配置等を検討し、適正な施設整備

を進めていくための計画の策定が急務とされています。 

 長寿命化計画の体系イメージは、図表 1－1のとおりです。 
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１－２ 計画策定の目的 

 

学校施設は、児童生徒の学習・生活の場であり、子どもたちの安心、安全を確保するために、ま

た災害時の応急避難場所としての役割を担っていることから、常に健全な状態に保つ必要がありま

す。 

本市の学校施設は、昭和50年代から60年代にかけての児童生徒急増期に建築されたものが多く、

経年による老朽化や機能低下が進んでいます。学校施設の耐震補強工事は平成27 年度（2015年度） 

に完了し、構造的な安全性は確保されていますが、今後老朽化はさらに進み、大規模改修や改築（以

下、「改修等」という。）の時期を迎え、改修等の実施にあたって大規模な財政負担が見込まれます。 

学校施設の改修等を進めるにあたっては、劣化した建物や設備について単に建築時の状態に戻す

だけでなく、機能や性能を現在の学校施設に求められている水準にまで引き上げ、安心、安全な施

設環境、学習環境の質的向上、地域コミュニティの拠点形成を目指して対策を行うことが重要とな

ります。 

学校施設長寿命化計画（以下、「本計画」という。）は、児童生徒の教育環境の維持・向上を第一に

考え、学校施設を総合的に捉え、中長期的な維持管理や改修等に係る更新コストの縮減と平準化、

教育環境の質的改善も考慮しながら適切に改修等を実施することを目的として策定し、本計画に関

する取組を推進することにより、将来を担う子どもたちが生き生きと学び、生活する場所として充

実した学校環境の実現を目指します。 
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１－３ 計画の位置づけ 

 

本計画は、「夢ふくらみ 安心して暮らせる 元気都市 いせさき」を将来都市像とする「第 2 次伊

勢崎市総合計画（平成27年3月策定）」を踏まえ、公共施設等総合管理計画に基づき、「伊勢崎市行

政改革大綱」等各種個別施設計画との連携や整合性を図り、相互に補完し合いながら、学校施設の

維持管理と更新を適切に行っていくために定めるものです。 

本計画では、公共施設等総合管理計画の「第 3 章用途別にみた施設の現状と課題」のうち『レク

リエーション施設・観光施設（臨海学校）』、『学校（小・中学校・四ツ葉学園中等教育学校）』、『その

他教育施設（教育研究所・適応指導教室）』、『幼保・こども園（幼稚園）』について、今後の具体的な

対応方針をとりまとめるとともに、更新コストの縮減と平準化、教育環境の向上の両立を図り、計

画期間における整備内容や時期、費用等の基本的な方針を具体的に示し、学校施設の中長期的な施

設整備の見通しを示す個別施設計画として策定するものです。 

本計画の位置づけは、図表1－2のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

伊勢崎市学校施設⾧寿命化計画（個別施設計画）
令和7年 月改訂（令和2年2月策定）

計画期間：令和7年度～令和32年度

第２次伊勢崎市総合計画
（平成27年3月策定）

計画期間(基本構想)：平成27年度～令和36年度
(前期基本計画：平成27年度～令和元年度)
(後期基本計画：令和2年度～令和6年度)

伊勢崎市国土強靭化地域計画
（令和4年3月策定）

計画期間：令和4年度～令和8年度

第2期伊勢崎市教育振興基本計画
（令和2年3月）

計画期間：令和2年度～令和6年度

図表1－２ 伊勢崎市学校施設⾧寿命化計画（個別施設計画）位置づけ

伊勢崎市行政改革大綱
（令和2年10月第3次改訂）

計画期間：令和2年度～令和6年度

伊勢崎市公共施設等総合管理計画
令和4年3月改訂（平成28年3月策定）

計画期間：30年（平成28年度～令和27年度）
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１－４ 計画期間 

 

本計画の計画期間は、令和7年度（2025年度）から令和32 年度（2050年度）までの26 年間と

します。 

 

   短 期：令和7～11年度（2025～2029年度）（5年間） 

   中 期：令和12～16 年度（2030～2034年度）（5年間） 

   長 期：令和17～32 年度（2035～2050年度）（16 年間） 
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第二次伊勢崎市総合計画
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公共施設等総合管理計画

H28年度策定（R4年3月改訂版）

個別施設計画

R2年2月策定（R7年度改訂版）

(2
0

5
0

)

令
和

32
年

(2
0

2
0

)

(2
0

2
5

)

(2
0

4
0

)

(2
0

1
6

)

令
和

2年

令
和

7年

(2
0

3
5

)

令
和

17
年

(2
0

4
5

)

令
和

12
年

令
和

22
年

令
和

27
年

(2
0

3
0

)

平
成

28
年

前期 後期

短期 中期改定前実績 ⾧期
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図表1－３ 計画期間
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１－５ 学校施設⾧寿命化計画の構成 
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１－６ 計画対象施設 

 

 本計画では、小学校23 校、中学校11校、中等教育学校1校、幼稚園7園、臨海学校1施設、教

育研究所 3施設の計46 施設、141棟と各小中学校のプール 34 施設、幼稚園のプール7施設を対象

とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※旧茂呂幼稚園（園舎・遊戯室）と旧南幼稚園（園舎・遊戯室）は、令和6年3月31 日に閉園とな

っています。今後、利活用については検討していく予定となっています。 

 

 本計画で対象とする建物の選定基準は図表1－4のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

施設区分 施設数 棟数 延べ床面積

小学校 23校 74棟 139,692㎡
中学校 11校 45棟 90,773㎡

中等教育学校 1校 4棟 16,941㎡
幼稚園 7園 12棟 5,440㎡

臨海学校 1施設 1棟 1,736㎡
教育研究所 3施設 5棟 1,925㎡

計 46施設 141棟 256,507㎡

図表 1－4 対象建物の選定基準 

 

☆対象建物の選定基準： 

①建築基準法第１２条に基づく定期点検の対象となる建物とする 

ただし、200 ㎡未満であっても主要用途の独立した建物は対象とする 

②本体の建物の一部 

③渡り廊下、給食受入室、増築した教室棟などは本体の教室棟と一体とする 

④仮設校舎（教室棟は除く）、開放渡り廊下（施設台帳に未登載のもの）、小規模な建物

（倉庫、部室、便所、概ね 200 ㎡以下の建築物）は対象外とする 

⑤プールは対象建物とはしないが、小中学校のプールはコスト算出において対象施設と

して「更新費」を計上する 

  

※『学校施設の⾧寿命化計画策定に係る解説書』第２章計画策定のための建物情報の整

理「対象建物の整理による」 
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２ 学校施設の状況 

 

２－１ 対象施設一覧 

 

本計画で対象とする施設（以下、「計画対象施設」という。）は、図表2－1のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□小学校

西暦 和暦
413 18

校舎 5,960 2008 H20 RC 2 うち特別支援

4

236 14
校舎 5,071 1982 S57 RC 3 うち特別支援

体育館 900 1983 S58 S 2 2

500 22
校舎 3,879 1973 S48 RC 3 うち特別支援

校舎 2,346 1986 S61 RC 3 5
体育館 1,401 2006 H18 S 2

771 28
校舎 4,723 1983 S58 RC 3 うち特別支援

校舎 305 2005 H17 S 1 4
校舎 700 2010 H22 S 2
体育館 895 1984 S59 S 2

674 29
校舎 2,901 1973 S48 RC 3 うち特別支援

校舎 2,026 1981 S56 RC 3 6
体育館 900 1983 S58 S 2

795 30
校舎 5,489 1981 S56 RC 3 うち特別支援

校舎(仮設) 457 1996 H8 S 1
体育館 910 1982 S57 S 2 4

439 21
校舎 808 1966 S41 RC 2 うち特別支援

校舎 1,643 1972 S47 RC 3 4
校舎 1,692 1983 S58 RC 3
校舎 1,088 1983 S58 RC 2
体育館 891 1978 S53 S 2

484 22
校舎 3,707 1975 S50 RC 3 うち特別支援

校舎 1,861 1976 S51 RC 2 5
体育館 891 1978 S53 S 2

247 14
校舎 3,508 1991 H3 RC 3 うち特別支援

体育館 917 2010 H22 S 2 4
354 16

校舎 2,095 1977 S52 RC 3 うち特別支援

校舎 3,141 1978 S53 RC 3 4
体育館 870 1979 S54 S 2

436 22
校舎 1,389 1978 S53 RC 3 うち特別支援

校舎 3,681 1979 S54 RC 2 6
校舎 926 1985 S60 RC 3
体育館 868 1980 S55 S 2

殖蓮中学校

茂呂小学校 伊勢崎市茂呂町２丁目２１６９-1

広瀬小学校 伊勢崎市新栄町４０７４－１
茂呂地区

宮郷地区

名和地区

第二中学校

北第二小学校 伊勢崎市宗高町１２５
北地区 第三中学校

殖蓮第二小学校 伊勢崎市下植木町１２０３

殖蓮地区 殖蓮中学校

名和小学校 伊勢崎市堀口町５０２―１

名和地区 第二中学校

豊受小学校 伊勢崎市馬見塚町１１３０

豊受地区 第四中学校

三郷小学校 伊勢崎市波志江町１６２０

三郷地区 第三中学校

宮郷小学校 伊勢崎市田中島町１４７５－４

宮郷地区 宮郷中学校

茂呂地区 第一中学校

地区 中学校

南小学校 伊勢崎市上泉町３１０

北地区 第三中学校
伊勢崎市曲輪町２８－２４

構造 階数延床面積（㎡）
建築年

施設名称

建物用途

北小学校

所在地 児童数
（人）

学級数
（学級）

南地区 第一中学校

殖蓮小学校 伊勢崎市上植木本町２７６３

殖蓮地区

図表2－１ 計画対象施設一覧

令和 6 年 5 月 1 日現在 
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西暦 和暦
440 20

校舎 2,978 1981 S56 RC 3 うち特別支援

校舎 1,940 1982 S57 RC 2 5
体育館 900 1983 S58 S 2

514 23
校舎 6,169 2000 H12 RC 3 うち特別支援

校舎 1,103 2004 H16 S 3 5
体育館 1,393 2000 H12 RC 2

503 23
校舎 3,699 1969 S44 RC 3 うち特別支援

校舎 1,082 1979 S54 RC 3 5
校舎 1,027 2003 H15 RC 3
体育館 844 1979 S54 S 2

495 23
校舎 3,960 1990 H2 RC 3 うち特別支援

校舎 978 2004 H16 RC 3 6
校舎 777 2011 H23 S 3
体育館 924 1990 H2 W 1

317 17
校舎 4,392 1999 H11 RC 3 うち特別支援

体育館 1,116 1999 H11 W 1 5

543 23
校舎 2,020 1978 S53 RC 3 うち特別支援

校舎 1,558 1979 S54 RC 3 5
校舎 1,503 1979 S54 RC 2
校舎 338 2019 R1 RC 2
体育館 965 1981 S56 RC 2

508 23
校舎 4,549 1982 S57 RC 3 うち特別支援

体育館 888 1982 S57 S 2 5

428 20
校舎 4,208 1986 S61 RC 3 うち特別支援

体育館 908 2003 H15 S 2 5
344 15

校舎 1,467 1975 S50 RC 2 うち特別支援

校舎 1,868 1975 S50 RC 2 3
校舎 1,565 1980 S55 RC 3
体育館 1,008 1986 S61 S 1

393 18
校舎 3,488 1971 S46 RC 3 うち特別支援

校舎 1,093 1992 H4 RC 2 4
体育館 1,100 1986 S61 S 1

251 13
校舎 1,415 1973 S48 RC 2 うち特別支援

校舎 2,072 1979 S54 RC 3 2
校舎 222 1988 S63 S 1
校舎 584 2005 H17 S 2
体育館 750 1982 S57 S 1

317 16
校舎 1,522 1973 S48 RC 3 うち特別支援

校舎 497 1973 S48 RC 2 4
校舎 1,237 1975 S50 RC 2
体育館 746 1978 S53 S 1

10,402 470
うち特別支援

102

建物用途 延床面積（㎡）
建築年

構造 階数

境剛志小学校 伊勢崎市境下武士８３１

境東小学校 伊勢崎市境米岡２５３－２

東地区 あずま中学校

小学校計

赤堀地区 赤堀中学校

東地区 あずま中学校

境采女小学校 伊勢崎市境下渕名２０２０

あずま南小学校 伊勢崎市三室町４２９０

赤堀東小学校 伊勢崎市香林町１丁目２６０－２

あずま小学校 伊勢崎市東町２７７０

坂東小学校 伊勢崎市除ケ町４２２
名和地区

豊受地区
第四中学校

施設名称 所在地 児童数
（人）

学級数
（学級）

地区

赤堀地区 赤堀中学校

赤堀南小学校 伊勢崎市堀下町２６４－１

宮郷第二小学校 伊勢崎市連取町３０６９－１

宮郷地区 宮郷中学校

赤堀小学校 伊勢崎市西久保町１丁目７２

中学校

あずま北小学校 伊勢崎市国定町２丁目１６２７

境小学校 伊勢崎市境５１５

東地区 あずま中学校

境地区 境北中学校

境地区 境西中学校

境地区 境南中学校

境地区 境南中学校

赤堀地区 赤堀中学校

※北小学校の体育館および特別教室の一部は、社会教育施設「地域交流センター赤石学舎」

として管理されているため本計画では除外しています。 
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□中学校

西暦 和暦

513 19
校舎 2,269 1966 S41 RC 4 うち特別支援

校舎 3,640 1966 S41 RC 4 4
体育館 1,442 1969 S44 S 2
武道場 410 1987 S62 S 1

446 19
校舎 7,490 1988 S63 RC 3 うち特別支援

体育館 1,450 1989 H元 S 2 5
武道場 410 1991 H3 S 1

601 22
校舎 3,659 1971 S46 RC 3 うち特別支援

校舎 2,286 1973 S48 RC 2 4
体育館 1,484 1975 S50 S 2
武道場 410 1988 S63 S 1

477 19
校舎 7,386 1984 S59 RC 2 うち特別支援

体育館 1,450 1984 S59 S 2 4
武道場 410 1990 H2 S 1

478 17
校舎 4,034 1981 S56 RC 3 うち特別支援

校舎 2,425 1981 S56 RC 2 3
体育館 1,450 1988 S63 S 1
武道場 450 2002 H14 S 1

717 27
校舎 2,269 1979 S54 RC 3 うち特別支援

校舎 2,510 1980 S55 RC 2 6
校舎 948 1992 H4 RC 3
校舎 1,091 2005 H17 S 2
校舎 995 2011 H23 S 2
体育館 1,631 1981 S56 S 2
体育館 148 2011 H23 S 1
武道場 410 1989 H元 S 1

735 27
校舎 8,341 2014 H26 RC 3 うち特別支援

体育館 1,891 2014 H26 RC 2 6
武道場 450 2014 H26 S 1

790 30
校舎 5,984 2002 H14 RC 3 うち特別支援

校舎 2,234 1983 S58 RC 3 8
校舎 398 1992 H4 S 2
体育館 1,495 1988 S63 S 2
武道場 456 1984 S59 S 1

194 9
校舎 3,895 1981 S56 RC 4 うち特別支援

校舎 264 1982 S57 S 1 3
体育館 1,179 1976 S51 S 2
武道場 99 1992 H4 S 1

147 8
校舎 3,364 1987 S62 RC 3 うち特別支援

校舎 240 1987 S62 S 1 2
校舎 163 1990 H2 S 2
体育館 1,159 1977 S52 S 2

310 12
校舎 5,015 1994 H6 RC 4 うち特別支援

校舎 384 1998 H10 S 1 2
体育館 1,205 2003 H15 RC 2

5,408 209
うち特別支援

47

施設名称 所在地
生徒数
（人）

学級数
（学級）

地区 小学校
建物用途 延床面積（㎡）

建築年

南地区

茂呂地区

南小学校

茂呂小学校

第一中学校 伊勢崎市茂呂町１丁目２４－１

構造 階数

茂呂地区

名和地区

名和小学校

広瀬小学校

第二中学校 伊勢崎市堀口町２３７－１

第三中学校 伊勢崎市波志江町１９０３－１

第四中学校 伊勢崎市下道寺町２６
名和地区

豊受地区

豊受小学校

坂東小学校

宮郷地区
宮郷小学校

宮郷第二小学校

境采女小学校

あずま小学校

あずま南小学校

あずま北小学校

境地区

殖蓮地区

境地区 境剛志小学校

赤堀地区

赤堀小学校

赤堀南小学校

赤堀東小学校

東地区

境地区

北地区

三郷地区

北小学校

三郷小学校

北第二小学校

殖蓮小学校

殖蓮第二小学校

境小学校

境東小学校

境西中学校 伊勢崎市境下武士８７２－２

中学校計

境南中学校 伊勢崎市境１８８

あずま中学校 伊勢崎市東町２７０７－２

境北中学校 伊勢崎市境下渕名２０１１－１

殖蓮中学校 伊勢崎市上植木本町２１５２－２

宮郷中学校 伊勢崎市田中島町１０６５

赤堀中学校 伊勢崎市西久保町２丁目３２９－１
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□中等教育学校

西暦 和暦

383 12
校舎 5,092 2009 H21 RC 5
校舎 7,069 1992 H4 RC 3
体育館 4,416 1994 H6 RC 2
部室 364 1992 H4 RC 2

□幼稚園

西暦 和暦

76 3
園舎 852 1968 S43 RC 2
遊戯室 167 1970 S45 S 1

73 3
園舎 664 1987 S62 RC 1

0 0
園舎 370 2010 H22 S 1

46 3
園舎 904 2002 H14 RC 1

77 3
園舎 424 1972 S47 S 1
教室 99 1977 S52 S 1
遊戯室 156 1973 S48 S 1

99 5
園舎 828 1976 S51 S 1
園舎 131 1992 H4 S 1

91 4
園舎 259 1972 S47 S 1
園舎 586 2015 H27 S 1

462 21

□臨海学校・教育研究所

西暦 和暦

臨海学校 1,736 1973 S48 RC 3

教育研究所

本館 723 1974 S49 RC 2
多目的ルーム 198 1973 S48 S 1

教室 364 1993 H5 S 2

教室 490 1971 S46 S 1

多目的ルーム 150 1973 S48 S 1

生徒数
（人）

学級数
（学級）

四ツ葉学園中等教育学校 伊勢崎市上植木本町１７０２－１

施設名称 所在地

建築年
構造 階数建物用途 延床面積（㎡）

＿ ＿

地区 中学校

施設名称 所在地
園児数
（人）

学級数
（学級）

地区 小学校
建物用途 延床面積（㎡）

建築年
構造 階数

伊勢崎市臨海学校 新潟県⾧岡市寺泊田ノ尻603

第一幼稚園 伊勢崎市曲輪町２４－２６

殖蓮幼稚園 伊勢崎市上植木本町２７４０－２

三郷幼稚園 伊勢崎市波志江町１０６７

宮郷幼稚園 伊勢崎市田中島町１４８６－８

名和幼稚園 伊勢崎市堀口町２６０

あかぼり幼稚園 伊勢崎市西久保町二丁目１００

あずま幼稚園 伊勢崎市東町２６７２－１

施設名称 所在地

幼稚園計

北地区 北小学校

殖蓮地区 殖蓮小学校

三郷地区 三郷小学校

地区 小学校
建物用途 延床面積（㎡） 建築年 構造 階数

宮郷地区
宮郷小学校

宮郷第二小学校

名和地区 名和小学校

赤堀地区
赤堀小学校

赤堀南小学校

赤堀東小学校

東地区
あずま小学校

あずま南小学校

あずま北小学校

＿ ＿

＿ ＿

伊勢崎市鹿島町581－1ほか

◇構造：RC は鉄筋コンクリート造、Ｓは鉄骨造、Ｗは木造を示す  
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２－２ 計画対象施設配置状況 

 

計画対象施設のうち、各小中学校は、利根川右岸島村地区を除き義務教育諸学校等の施設費の国

庫負担等に関する法律施行令第 4 条の「適正な学校規模の条件」に示された通学距離の条件の範囲

内（ 小学校おおむね 4 ㎞以内、中学校おおむね 6 ㎞以内）に配置されています。このうち小学校

では従来の学校区に加え、市内全域から通学できる特認校が 1 校あり、中等教育学校については、

群馬県内全域を通学区とした定員制となっています。 

また、伊勢崎市地域防災計画では、すべての小中学校に加え中等教育学校、すべての幼稚園、教

育研究所 1 施設が指定緊急避難場所、指定避難所に指定され、地域の防災拠点としての役割も担っ

ています。 

学校規模については、「伊勢崎市学校規模の適正化に関する基本方針（平成27 年7月）」（以下「学

校規模適正化基本方針」という。）に基づく適正規模の基準及び許容範囲（図表 2－2 参照）では、

34 校のうち適正規模校が24 校（小学校 19 校、中学校5 校）、適正規模の許容範囲の上限内の学校

が 5 校（小学校 2 校、中学校 3 校）、下限内の学校が 3 校（小学校 0 校、中学校 3 校）であり、

許容範囲の上限を超える学校1校（小学校1校、中学校0校）と許容範囲の下限を超える学校 1校

（小学校 1校、中学校0校）の2校を除くと、おおむね適正規模に収まっている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、プールは、中等教育学校を除くすべての小中学校 34 校、幼稚園 7園に配置されています。 

 

学校施設の配置状況は、図表2－3のとおりです。 

  

図表 2－２ 小学校及び中学校の適正規模について 

 

 
 

 「伊勢崎市学校規模の適正化に関する基本方針」より 
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